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研究成果の概要（和文）：本研究では国際物流の構造変化の中で、わが国のコンテナ港湾の競争力強化策を検討するこ
とを目的として、次のことを検討した。まず港湾の概念を確認し、誰が誰と、何のために競争をするのか、そしてその
評価をどのように行うべきかについて分析を行った。その上で、競争力強化策について、ガバナンスや物流、産業政策
といった視点から具体的な策について提示した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to analyze the competitiveness of Japanese 
container ports in structurally changing seaborne logistic system. We overview the legal aspects of 
ports, and define core competence of container ports. We empirically analyze port competition in the 
Asian gateway ports networks and extract some key findings. Based on the empirical works, we make 
proposals about enhancing governance of port communities, i.e. generic partnerships between port 
authorities and seaborne transportation industries from the view point of local industrial policies.

研究分野：港湾政策
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１．研究開始当初の背景 
(1)わが国のコンテナ港湾は社会経済環境
の変化に対応できずに国際競争力を失いつ
つある。他方で、アジア近隣諸国では大規
模コンテナ港湾が建設され、最新の情報技
術が採用されるととともに、運営にあたっ
ても効率、サービス、マネジメントについ
て新たな試みを実施し、その取扱量を急激
に増やしている。それに伴い、1990年代以
降、わが国の輸出入貿易のコストが引き上
げられ、わが国の経済発展に大きなマイナ
スになることが懸念されている。このよう
な社会環境の変化に対応できなかったのは、
わが国の港湾が港湾法により公物管理思想
のもとに公が管理してきたため、諸外国と
の差を過大な補助金で埋めようとしてきた
ことに理由があるとも考えられている。 
 

(2) 学術面においては、港湾管理、コンテ
ナ港湾の競争力等に関する研究はあるもの
の、公物管理を前提とした限定的なものに
過ぎないものが多い。また、わが国の港湾
は国際的な競争力を失いつつあるが、その
理由についての客観的で総合的な研究が少
なく、大規模な公共投資だけをあおる議論、
過去の港湾管理制度を全否定するだけの議
論も散見される。本分野においては、環境
の変化が激しいため、学術的研究が十分に
追いついていないという現状がある。その
ような環境下において、国際分業の中で港
湾が担うべき役割を学術的な視点から再整
理することが必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、効率性、サービス品質、マ
ーケティング能力の観点から、国際コンテ
ナ港湾の競争力決定要因を解明する。 
当該要因を、定量的分析と国内外の関係
者へのヒアリングなどから明示し、わが国
港湾の制度や投資の履歴を踏まえ、今後強
化すべき政策を抽出する。そのうえで、将
来のサプライチェーンに関するニーズ高度
化への対応を踏まえて、政策の選択肢を整
理する。 
 
３．研究の方法 
国際コンテナ港湾の競争力決定要因を、
効率性、サービス品質及びマーケティング
能力から抽出するに当たって、ターミナル
の運営主体別、ターミナルの機能別、なら
びに主な港湾制度別に世界主要港湾を選定
し、それぞれについて分析する。分析は、
既往研究資料の他、各港湾の最新統計資料，
Alphaliner, Containerization International,  
Drewryなど世界の海運、港湾資料による定
量分析をベースとし、それらを船社、ター
ミナル・オペレータ、荷主へのヒアリング

により補完する。抽出結果の政策的有効性
及び実効性を確認する。 
国際的な比較分析を行うため、本研究メ
ンバーと研究上連携のある海外研究者の協
力を仰ぎ、進める。 
 
４．研究成果 

3年間の研究活動を通して、主に以下の成
果を得た。 
(1)港湾の競争力についての分析を行う前
に、「港湾そのものの概念」、「誰が誰を相手
に競争をしているのか」について検討を行
った。（雑誌論文②，学会発表②） 
(2)Zepolや PIERSのデータを用いて国際物
流の現状について分析を行った。（学会発表
⑩） 
(3)わが国のコンテナ港湾の諸問題につい
て、わが国港湾の特性からもたらされる制
度的制約、コンテナ化の歴史的な過程を考
察し、明らかにした。（最終報告書に記載） 
(4)船社や荷主の港湾選択要因について選
好研究をレビューし、港湾選択要因につい
て整理した。（雑誌論文⑥，学会発表④） 
(5)近年のわが国の港湾政策をレビューし、
その問題点と課題について提示した。（雑誌
論文④，⑨） 
(6)港湾の競争力、効率性、生産性の概念に
ついて文献サーベイをするとともに、港湾
の運営や民営化の概念について整理した
（雑誌論文⑦） 
(7)競争を規定する要因について整理した
ほか、目的、主体、尺度という点を考慮し、
港湾の競争力を判断する基準について提示
した。（学会発表②） 
(8)港湾経営の効率化に着目し、事例分析か
ら制度設計上の課題を考察するとともに、
港湾の効率性について DEA を用いて定量
的に分析し、港湾運営の効率性の決定要因
について提示した。（雑誌論文⑧） 
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